




その他のタイトル A historical study on the inter-relationship














































































                           
第１章 研究の背景、既往研究、目的、方法、枠組       
   第１節 研究の背景                  ２ 
   第２節 既往研究                   ４ 
   第３節 研究の目的                 １０ 
        第４節 研究の方法                 １１ 
        第５節 研究の枠組み                １２ 
           参考文献および注               １４ 
 
第２章 富山町と神通川・鼬川               
   第１節 はじめに                  １６ 
   第２節 広域の地形と河川              １８ 
        第３節 戦国期までの富山町             ２０ 
        第４節 近世の富山町                ２２ 
        第５節 近代の富山町                ３０ 
        第６節 戦後の富山町                ３７ 
        第７節 水害と水路に関する考察           ３９ 
参考文献および注              ４５ 
 
第３章 大垣町と揖斐川・水門川               
第１節 はじめに                  ４９ 
   第２節 広域の地形と河川              ５１ 
        第３節 戦国期までの大垣町             ５４ 
        第４節 近世の大垣町                ５６ 
        第５節 近代の大垣町                ６４ 
        第６節 戦後の大垣町                ６７ 
        第７節 近世運河と近代運河に関する考察       ６９ 
            参考文献および注              ７５ 
  
第４章  新潟町と信濃川・阿賀野川              
第１節 はじめに                  ７８ 
   第２節 広域の地形と河川              ８０ 
        第３節 戦国期までの新潟町             ８３ 
        第４節 近世の新潟町                ８４ 
        第５節 近代の新潟町                ９６ 
        第６節 戦後の新潟町               １００ 
        第７節 浜村新潟の復元的考察           １０２ 
            参考文献および注             １０７ 
 
第５章  近世の河畔都市に関する考察           
   第１節 近世河畔都市の前史            １１０ 
        第２節 近世河畔都市と水系            １１２ 
        第３節 近世河畔都市の技術と社会         １１８ 
            参考文献および注             １２１ 
 
第６章  近代の河畔都市に関する考察           
   第１節 近代河畔都市と水系            １２３ 
   第２節 都市と河川の関係の変化          １３１ 
        第３節 河川近代化の功罪             １３３ 
        第４節 河畔都市の新しい潮流           １３５ 
            参考文献および注             １３８ 
 
第７章  研究の結論、成果、今後の課題          
第１節 研究の結論                １４０ 
   第２節 研究の成果                １４５ 
        第３節 今後の課題                １４７ 
 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Isabelle Backouche: La trace du fleuve. La Seine et Paris 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































西暦 年号 神通川 常願寺川 西暦 年号 神通川 常願寺川
天正 ● ● ～1744 寛保
文禄 延享 ●
～1615 慶長 ● 寛延 ●
～1624 元和 ●● ● 宝暦 ●●● ●
～1644 寛永 ●● 明和 ● ●
正保 ● 安永 ●● ●●●
慶安 天明 ●●●●● ●●●●●
承応 ● 寛政 ●●● ●●
明暦 ● 享和 ●● ●
万治 ● 文化 ●●
寛文 ● ～1830 文政 ●
延宝 ●●● ●●●● ～1844 天保 ●●●● ●●●
天和 ●●● 弘化
貞享 ● ● 嘉永 ●●● ●●
元禄 ●●●● ●●● 安政 ●● ●●●
宝永 ● ●● 万延
正徳 文久
～1736 享保 ●●● ●●●●● 元治






































































































































































































































































































































































































































































































































































時代 藩政期 明治期 大正期 昭和期 
計 
破堤地点 -1867 1868- 1892- 1912- 1925- 
右
岸 
扇状地 3 13 7 1 1 25 
三角州 2 9 3 0 1 15 
左
岸 
扇頂部 15 5 0 1 2 23 
扇央・端 3 3 1 2 0 9 
不明 39 7 8 3 19 76 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1780-99 6 2  1 1  
1800-19 1
1820-39 0
1840-59 4 1  1
1860-79 3
1880-99 21 18 8 1 4 4 1
1900-19 12 11 5 2 1 1 2
1920-39 6 3 1 1 1
























































































































































(尺） 床上 床下 区間
1 天正８ 秋 1580 ○ 　 呉福山麓より富山城後へ、城を浸し家屋漂流 1580 災 6
2 天正11 8月 1583 ○ 　 　 馬瀬口より水込み、堤防崩壊、富山付近水附き 　 災 6
3 承応３ 夏 1654 ○ 船橋、数艘流失 1640 災 8
4 延宝２ ７月 1674.０8.06 ○ 市内沿岸（富山）を浸し３戸流失 1660 災 9
5 延宝３ ７月 1675.09.14 ○ ○ 城下過半水也 災 10
6 延宝７ 春 1679 　 　 市街悉く浸水し民家寺院失す 災 10
7 延宝８ ７月 1680.08.19 ○ ○ 馬瀬口 富山御城下過半水 1680 災 10
8 天和１ １月 1681.03.13 ○ 船橋切れ船流失、稲荷、愛宕 　 災 11
9 天和２ ２月 1682.03.20 ○ ○ 船橋鉄鎖中断、市内へ氾濫 災 11
10 天和３ ５月 1683.06.19 ○ 船橋鉄鎖中断 災 11
11 貞享４ ６月 1687.07.14 ○ 飛州より木材多数流れ来たり船橋鎖破断 災 12
12 元禄12 ６月 1699.07.12 ○ ○ 船橋鎖破断、全橋流失、天神町・淨禅寺浸水 　 災 13
13 元禄14 ８月 1701.09.19 ○ 馬瀬口 大泉焼場の堤崩れ、清光院、全橋、川端町10戸流失 1700 ③ 新上 1203
14 元禄16 ６月 1703.08.10 ○ 円隆寺客殿崩壊、中島町から下の橋まで44戸流失 災 14
15 宝永４ ６月 1707.07.20 ○ 馬瀬口 川原町285戸、中島、立町等浸水、倒壊17戸、溺死人多し 災 14
16 享保18 1733 ○ 　 中島町、立町が浸水、倒壊70戸、溺死人多数 常 8
17 元文３ ５月 1738.06.29 ○ ○ 15.0 処々 市内の家屋過半浸水 1720 旧 147
18 延享４ ８月 1747.09.23 ○ 町中満水、鼬川切込北川筋橋落家土蔵押流 1740 災 20
19 宝暦４ ８月 1754.09.24 ○ 処々 神通川洪水所々川除切崩、御城下水付 　 災 22
20 宝暦８ ８月 1758.09.20 ○ ○ 市街大半浸水、延宝以来鼬川水張、船橋鉄鎖切れ 災 22
21 安永６ ６月 1777.07 ○ ○ 富山市街440戸流失 1760 災 24
22 天明２ ７月 1782.08 ○ ○ 馬瀬口 城下過半浸水、宝暦8年以来 1780 災 24
23 天明３ ６月 1783.0７.04 ○ 上滝 馬瀬口より富山まで田地皆荒地、大手門3尺浸水 災 25
24 天明３ ７月 1783.08.07 ○ 　 川端大損、城下大半浸水 災 25
25 天明６ ８月 1786.09.21 ○ ○ 神通大いに出水、米穀実らず 災 26
26 寛政１ ６月 1789.07.09 ○ 　 布瀬 船橋切断、三の丸三尺、町方40町浸水 ④ 新上 961
27 寛政１ 閏６月 1789.07.23 ○ 布、磯、福 鼬川筋1920軒、城より西・川向ともに130件余 ③ 新上 953
28 文化５ ６月 1808.07.22 ○ 城内浸水御立退、大聖寺御館水入 1800 災 30
29 嘉永４ ７月 1851.08.09 ○ 　 市中大半浸水、神通川沿岸損害多し 1840 災 34
30 安政２ ５月 1855.07.02 ○ 12.7 　 3500 詳細不明 　 災 34
31 安政５ ４月 1858.05.28 239 554 鼬川以東 ③ 新上 968
32 安政６ ５月 1859.06.20 ○ 12.5 3200 川原町迄水出、舟で通行、木屋町西福寺より８軒水付 災 35
33 慶応２ ８月 1866.10.05 12.3 3000 詳細不明 1860 災 36
34 明治1 1868.10.22 ○ 12.3 2570 詳細不明 　 災 36
35 明治6 1873.10.03 ○ 12.0 1900 詳細不明 災 38
36 明治18 1885.04.08 ○ 11.8 詳細不明 1880 災 41
37 明治22 1889.06.24 ○ 9.5 　 　 下木・木・桜木・諏訪・鉄砲・鹿島2尺、桃井・土居1尺 ① 災 42
38 明治22 1889.07.24 11.5 11町 ① 災 43
39 明治23 1890.10.05 ○ 15.0 布瀬、磯部 水を知らざりし山王・越前・一番・千石も床上 　 ④ 災 43
40 明治24 1891.07.19 ○ ○ 13.5 　 61町 ⑤ 中２ 20
41 明治24 1891.07.22 ○ 10.1 鹿島、鉄砲、平吹、諏訪川原など再び浸水 ① 中２ 21
42 明治25 1892.05.02 ○ 9.0 七軒・鉄砲・諏訪河原・下木・北新町 ① 災 45
43 明治25 1892.05.11 ○ 10.3 七軒・鉄砲・諏訪河原・桃井・平吹・総曲輪 ① 旧 411
44 明治26 1893.05.16 ○ 10.5 101 369 総曲輪・七軒・鉄砲・諏訪・鹿島・平吹・土居・磯部・桃井 ① 災 46
45 明治26 1893.08.23 ○ 12.9 総曲輪・七軒・鉄砲・諏訪・平吹・磯部・桃井 ① 災 46
46 明治27 1894.08.11 ○ 13.5 963 949 27町 ① 旧 424
47 明治28 1895.03.27 ○ 12.0 富山市内浸水2000余戸 　 災 48
48 明治28 1895.03.30 ○ 339 499 船頭、五福新など25町浸水 ① 中２ 50
49 明治28 1895.07.28 ○ 　 12.8 詳細不明 　 災 49
50 明治28 1895.08.04 ○ 12.3 542 468 七軒町ほか26町 ① 旧 435
51 明治29 1896.04.08 ○ 12.5 516 610 七軒町ほか22町 ① 旧 439
52 明治29 1896.07.07 ○ ○ 11.0 馬瀬口 743 757 七軒町ほか４町、稲荷町ほか10町 ⑤ 旧 439
53 明治29 1896.07.21 ○ 16.5 5852 909 68町 ⑤ 旧 440
54 明治29 1896.08.02 ○ 12.5 布瀬、磯部 2561 2286 59町 ⑤ 旧 444
55 明治31 1898.06.25 ○ 10余 　 　 4町浸水、7町溝渠脹溢 ⑥ 旧 454
56 明治32 1899.09.09 ○ 15.0 3134 581 52町 ⑤ 旧 467
57 明治33 1900.09.28 ○ 11.0 12町 1900 ① 災 53
58 明治34 1901.07.01 ○ 9.7 ５町 ① 旧 477
59 明治35 1902.07.13 ○ 12.0 ９町 ① 旧 480
60 明治35 1902.08.06 ○ 10.3 ５町 ① 中２ 121
61 明治36 1903.07.09 ○ 12.2 1112 2030 神通23町（床上1056床下1751）、鼬13町（床上56床下279） ⑤ 中２ 126
62 明治36 1903.07.22 ○ 10.0 3 73 ８町 ① 中２ 126
63 明治38 1905.06.23 ○ 10.9 14町 ① 中２ 133
64 明治43 1910.09.07 ○ 14.0 25町、有沢橋・桜橋流失、馳越線開通以来の惨状 ① 中２ 189
65 明治44 1911.06.28 ○ 12.5 桜橋通一帯浸水、南田町通・山王町通水路溢水 中２ 194
66 大正1 1912.08.26 　 ○ 14.0 馬瀬口 13町、常願寺川水位14尺、水量の６割が鼬川へ  ③ 中２ 235
67 大正3 1914.08.13 ○ ○ 15.0 布瀬、牛島 69町、床上3-6尺、明治29以来 ② 災 63
68 大正8 1919.07.06 ○ ○ 15.2 96 1011 30町、鼬川は旧伝染病院前で決壊 ⑤ 中２ 337
69 大正9 1920.06.28 ○ 16.7 480 680 20町、新大橋橋脚２流失、鼬川15.2 1920 ① 中２ 350
70 大正11 1922.07.05 ○ 16.2 牛島 鼬川、廃川地に逆流、牛島地区に被害 　 中２ 381
71 大正15 1926.07.26 ○ ○ 9.0 18町、七軒町用水、火防線氾濫 ⑥ 中２ 406
72 昭和7 1932.06.24 　 ○ 46町、鼬川、下水路氾濫 　 ⑤ 災 85
73 昭和8 1933.07.25 300 30 11町、下水路、奥田用水氾濫 災 87
74 昭和10 1935.06.28 ○ 神通大橋橋脚一部沈下 災 91







































































































































































































































































































































３３ 富山地方気象台：富山県気象災異誌、p.27、1971.3、  






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　同 ９ 1681 潰家３０００余、城下３１３
天和３ 1683 曽根村破堤
元禄１ 1688 揖斐川破堤







　同 ３ 1791 潰家４０００余、死者５

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１１ 大垣市役所編：大垣市史―上・中・下、1930.2  
   以下、旧市史・上、中、下と略記。 
１２ 大垣市編：新修大垣市史、通史編１・２、1968.4 
   以下、中市史・１、２と略記 
１３ 大垣市編：大垣市史―輪中編、2008.3  


















研究、土木計画学研究・講演集、第 21 号、土木学会、 






















市、2007.3   
３６ 新市史・輪中編、pp.341-342 
３７ 川名登：前掲、pp.533-534  
３８ 中市史・２、p.248 






































６４ 中市史・１、pp.460-461  


























８１ 新市史・輪中編、pp.330-331  
８２ 中市史・２、pp.267-269  
８３ 岐阜県編：岐阜県史、近代･下、p.988、1972 
 76 
                                                                                                      
８４ 中市史・２、p.88 
８５ 木曽三川治水百年のあゆみ編集委員会、前掲、pp.304-308 
８６ 岐阜新聞：15トン級船も航行、 27年度から再起工の計画、 





































１０５ 国土基本図1/2500、Ⅶ-MC 37-3、2007 






１０９ 清水進：前掲、pp.14-15  
１１０ 清水進：前掲、p.139 

















宝５年(1677)、岐阜県歴史博物館蔵   
１２０ 清水進：前掲、p.136 






















日、pp.21-22、p.27   














１３８ 大垣市：大垣市排水基本計画、2006  
１３９ 中市史・２、pp.323-334 



















































































































































































































































   
 
 



























































































































































































































































































































































































































町 大麦（在々） 200,000 2,750
米 小麦（在々） 10,000 2,850
・ 栗・稗（在々） 1,500 300
雑 大豆（在々） 250,000 59,500
穀 小豆（在々） 4,000 1,000
蕎麦・わらび・ぜんまい - 800










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































３８ 新市史、通史編１、pp.449-457  



































































視座 18号、北陸建設弘済会、2007  
８２ 大熊孝：信濃川治水の歴史、URBAN KUBOTA、 １７号、pp.54-55頁、
1979  
８３ 国土交通省河川局：前掲、p.20 







８８ 新市史、通史編３、pp.29-36、152-178  
８９ 沼垂定住三百年祭実行委員会：沼垂定住三百年記念誌―ぬ
ったり、pp.64-67、文久堂、1984 





































    http://www.horiwari.com/old/simpo_002_4_01.htm 
１０９ 伊藤忠テクノソリューションズHP、大学訪問インタビュ

























































































































































1325 太田保の初見* 748 大井荘が東大寺領となる 647 淳足（沼垂）柵の初見
1398 外山郷の初見 1199 笠縫地区で破堤の記録
1430 富山柳町の初見 1340 大柿の初見 927 蒲原津の初見
1543 富山城創建 1543 大垣城の初見 1504- 松前航路の開発
1580 神通川東遷 1561 外濠開削ほか城下整備 1568 新潟の初見




1605 慶長の城下整備 1600 関ヶ原合戦で荒廃 1616 堀直竒の町並み整備
1605？ 神通川の船橋架橋 1613 城西・城南の総濠開削 1638 幕府に移転申請
1609 富山城下の大火 1615- 大垣水運の始まり 1655 島村新潟に移転
1639 富山藩、加賀藩より分藩 1636 川口村に逆水留樋門 1673- 西回り航路の整備
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1822 愛宕の控堤 1843 新潟町上知
1858 飛越地震
明治
1882 神通橋を架橋 1968 新潟開港
1883 富山県、石川県より独立 1878- 木曽三川改修工事 1870 大河津分水路第１次工事
1891 大水害、デ・レーケ視察 1883- 桑名・大垣間蒸気船運行 1886 萬代橋を架橋
1893 常西合口用水竣工 1884 関ヶ原・大垣間鉄道開通 1889 新潟市制
1896 ４回の大水害 1891 濃尾大地震 大水害




1908 北陸線富山駅（牛島） 1909- 大河津分水路第２次工事
大正
1913 北陸線全線開通 1913 桑名・大垣間養老鉄道開通 1914 新潟市・沼垂町合併
1918 神通川第３次改修（捷水路） 1915 揖斐川電力送電開始 新潟港の浚渫開始
第1次工業化（繊維）
1921 神通川旧流路締切り 1923- 揖斐川上流改修工事
昭和
1928 第二次工業化（化学）
1928 富山市都市計画 1932- 水門川改修工事 1926 新潟港北・中央埠頭竣工
1931- 富岩運河開削、廃川地埋立 1935 古宮・鵜森悪水路に排水機 1927 大河津分水路修復工事










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































事例都市 時代 富山町 大垣町 新潟町
（河成地形） 区分 (扇状地) (蛇行帯) (三角州)
常願寺川扇端部＋神通川蛇行部 揖斐川・杭瀬川間の輪中内 拡大した砂嘴上・砂丘麓＋砂洲
背後に山地、急勾配 平野の中央、緩勾配 海に近接、低平
　 神通川の氾濫 揖斐川・杭瀬川の氾濫 信濃川の氾濫（近代以降）
(水害)常願寺川の出水・土石流 水門川の内水氾濫・湛水 　
① 　 突発的な出水・土石流 勢いのある溢水 緩慢な湛水
水害と治水 近世 （常願）霞堤、 （神通）連続堤、控堤 輪中堤、三川分離（薩摩藩） （阿賀野川・松ヶ崎）分水路
　 治水 ［減災策］水害防備林・　　　　船橋 ［減災策］水屋・助命壇、堀田
　 近代 合口用水、砂防堰堤、　　　　捷水路 木曽三川分離（ﾃﾞ･ﾚｰｹ）、機械排水 分水路（大河津・関屋）、機械排水
治水 内水氾濫 内郭堤の切割り、水防の衰退 地盤液状化、海岸侵食
山間（飛騨街道）へ中継 幹線街道（中山道・畿内）に中継 海運（日本海）に中継
② 小規模（船着場） 中規模（港湾地区） 大規模（港湾都市）
水運と川港 近代 富岩運河に新港、鉄道と接続 水路を延長し鉄道と接続 対岸に埠頭、鉄道と接続
戦後 消滅 消滅 海岸の工業港と河口港が併存
扇端部微高地＋氾濫原 自然堤防・後背湿地 地盤が安定した砂洲
③ 陸水の境界の陸化 陸水の境界の陸化
土地利用 廃川地の埋立て 郊外の微高地に工場群 信濃川両岸の埋立て
水域の陸化 　 水域の陸化
［形成］扇状地河川の瀬替え・転用 ［形成］輪中内河川の瀬替え・利用 ［形成］計画的開削
④ ［機能］外水排除・内水排除 ［機能］外水排除・航路・内水排除 ［機能］航路・内水排除
水路 近代 ［形成］富岩運河、火防水路 ［形成］大垣運河（排水路に転用） ［形成］住宅開発に伴う排水路
戦後 暗渠化・街路拡幅・運河の廃棄 開渠で温存 埋立て・街路拡幅
城下に大河川の自然景 河川、水路、川港の水網都市 水域に囲まれた半島状の港町
⑤ 標高による身分的住み分け 水系による身分的住み分け 川からの距離に応じた機能配置
水辺の景観 近代 城地の開放（桜木町遊郭） 桑名航路（蒸気船） 水辺の近代建築（議事堂、銀行）
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